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Visualization of Athletes' Time Series Change of Mental State 






















































































の実験室にて 1対 1のインタビューを行い、 対象者に
は、過去に自分が出場した試合について思い浮かべても
らい、その際に感じていたこと、考えていたことについ









































する。分析結果から、第 1主成分 ・第 2主成分の固有
ベクトルb1，b2および、それぞれの主成分特典の標準
偏差。1，02を求める。これらの値と下記の式に基づき、





























































































頑張る 0.80 -0.03 
がむしゃら 0.98 -0.06 
やる気 0.82 -0.02 
燃える 0.82 -0.08 
気合い 0.83 -0.06 
一生懸命 0.82 -0.04 
積極的 0.81 -0.07 
士気 0.82 -0.04 
夢中 0.82 -0.04 
熱心 0.83 -0.06 
楽 0.08 0.83 
余裕 0.09 0.96 
落ち着く 0.10 0.81 
りラックス 0.10 0.83 
気楽 0.07 0.85 
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